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仙台湾の環境と漁業
－沿岸域の底魚資源を中心として－

標記の研究集会が、2007年7月5日に
東北大農学部において開催され、試験
研究機関を中心に83名が参加しました。
まず最初に、

開催趣旨説明
を兼ねた仙台
湾底魚研究の
レビューが行
われ、1960年
代から70年代
にかけて、国
際生物学事業
計画の「北方
冷水海域にお
ける生物群集
の生産に関する総合的研究」に代表さ
れる組織的な研究により、多くの知見
が集積されてきたことが紹介されまし
た。次に、メインプログラムとして、
現在仙台湾で行われている水産海洋学
的研究と資源管理の事例報告が３つの
セッションに分けて行われました。

セッション1では、仙台湾の海洋学
的特性に関して2題の報告がありまし
た。宮城県の定線調査をもとに、仙台
湾が明瞭かつ安定な季節変動を呈する
典型的な沿岸海域の特性を有している
ことが示されるとともに、水質・底質
環境調査から、近年、貧酸素水塊の発
生が多発化していること、およびその
発生要因に関する検討結果が示されま
した。

セッション2では、底魚類成育場と
しての仙台湾に関して3題の報告があ
りました。仔魚の研究事例から、浮遊

期の動態を解明するうえで、沿岸域の
流れの把握が不可欠であることが示さ
れました。着底稚魚については、個々
の生態に関する知見が集積されてきて
いるものの、成育場の評価手法の確立
などは今後取り組むべき課題であるこ
とが指摘されました。さらに、成育場
環境を支える低次生産構造について、
食物連鎖の出発点として底生珪藻類の
重要性が示されました。

セッション3では、漁業生産の場と
しての仙台湾に関して、3題の報告が
ありました。まず、相馬沖のトロール
調査による沖合資源の動向が紹介され
ました。次に、減少の著しいマコガレ
イの資源管理手法として、産卵場保護
の有効性が指摘されるとともに、この
知見に基づいた漁業者の自主的な資源
管理の取り組み事例が紹介されました。
さらに、科学的
知見に基づいた
資源管理が、漁
業者の信頼関係
の中で実現でき
たことが強調さ
れました。

総合討論では、(1)湾内の流れの詳
細な調査、(2)成育場の評価手法の確
立、(3)減耗過程の解明、(4)産卵場の
特定、(5)漁業者との共同調査の推進
などの必要性が強調されました。

今後は、外部資金を獲得するための
研究計画の立案が望まれます。
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